 　　　　　　　　　　
　　　　　　
28吉野川市　美郷地区
　　　　　　　　　　　

　吉野川市美郷地区は梅、枝垂桜など四季それぞれの花の名所に加えて夏の蛍などが楽しめるほか、高開の石積みなどの吟行スポットが存在する。
美郷の梅はJR徳島線阿波山川駅から車で約十分、また徳島自動車道脇町ICから約二十五分の場所にある。梅は美郷地区約六十ヘクタール、一万六千本が栽培されていると言われ、二月から三月に掛けて「美郷梅の花まつり」開かれ、梅の花のスタンプラリーや写真コンテストが実施されている。美郷地区は全国初の梅酒特区に認定されており十一月には「美郷梅酒まつり」が行われている。なお美郷物産館があり、食事のほか、美郷地区の吟行情報の収集や梅酒、梅干しの土産物の購入などができる。
美郷ほたる館はJR徳島線阿波山川駅から車で約十分、また脇町ICからは車で約二十分の場所にある蛍の博物館で、美郷地区全体が「美郷のホタルおよびその発生地」、ゲンジボタルは国の天然記念物に指定されており、蛍に関する資料展示や研究、飼育を行っている。蛍は五月下旬から飛び始め六月下旬まで見ることができる。「美郷ほたるまつり」開催時にはホタル観察ツアーが催されている。このほたる館には多目的トイレ、休憩コーナー、多目的ルーム、野外観察ひろばなどの設備があり、夏には沢遊びも楽しめる。多目的ルームを借りれば句会も開くことも可能である。また物産館とは一キロメートルの距離にあり、物産館で食事をしてまた戻ってくるという使い方もできる。
重楽寺はJR阿波山川駅から車で十五分、また脇町ICから車で約三十分の場所にあり、梅、桜、紅葉と四季楽しめる吟行ポイントである。本尊は聖観世音菩薩で平安末期の作、脇には江戸時代作の不動明王が右に、毘沙門天が左に祀られている。特に春の枝垂桜と秋の紅葉は見ものであり、また境内からは高開の石積みの段畑が一望できる。山内には七福神のお堂が立ち並び、七福神巡りもできる。
高開（たかがい）の石積みはJR阿波山川駅から車で約二十分、また脇町ICから約三十分の場所にある。急峻な斜面を開き農耕地や家を構えるために設けられた石積みで、横一線に三十段に及び高開は最も高い場所にあり、通称「ソラ」と呼ばれている。にほんの里百選、文化庁の重要文化的景観に選定されている。四月の芝桜の見頃には「芝桜まつり」が開催され、段畑の石垣を飾る芝桜を楽しむことができる。
　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
